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７月 14 日（土）、萩高の指月会八八会は毎年８月８日（水）、
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　また、４年に一度のオリンピック開催年の秋には、関東で
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太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、
地
熱
な

ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
目

さ
れ
て
い
る
現
在
、
萩
市
で
は
新
し

い
課
を
設
置
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
所
の
誘
致
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

４
月
に
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
株
式
会

社（
本
社
東
京
都
）、
６
月
に
株
式
会

社
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
（
本
社
広
島
県
）
と
、
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー（
大
規
模
太
陽
光
発
電
所
）

の
建
設
に
つ
い
て
協
定
を
締
結
し
て

い
ま
す
が
、
ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
と
の

協
定
締
結
は
山
口
県
内
初
で
す
。

　

建
設
場
所
は
、
む
つ
み
地
域
の
企

業
団
地
（
麻
生
団
地
）
と
旧
徳
佐
高

校
高
俣
分
校
跡
地
で
、
操
業
に
つ
い

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
12
月
の
予
定
で
す
。

　

ソ
ー
ラ
ー
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
は
一

般
家
庭
約
５
７
０
世
帯
分
、
ウ
エ
ス

ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
は
約
４
５
０
世
帯
分
の
電
気

を
発
電
し
ま
す
。
つ
く
ら
れ
た
電
気

は
、
周
辺
の
地
域
に
供
給
さ
れ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
誘
致
に
よ
り
、
地
域
雇
用
の

促
進
や
地
場
産
業
の
活
性
化
も
期
待

さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

経
済
再
生
・
企
業
誘
致
推
進
課

（
２
５
・
３
８
１
１
）

ひまわりロード近くの高校跡地に建設されるメガソーラー
30,769㎡（イメージ図）

ふるさと寄付実績
件 数 金　額

平成23年度 733件 1,092万5,000円

平成22年度 707件 1,685万6,000円

平成21年度 467件 3,044万1,000円

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」は
、
お
住

ま
い
の
自
治
体
の
住
民
税
が
軽
減
さ

れ
る
も
の
で
、
都
市
と
地
方
の
税
収

格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

平
成
23
年
度
も
多
く
の
篤
志
を

い
た
だ
き
、
件
数
は
過
去
最
高
の

７
３
３
件
、
金
額
は
１
０
９
２
万
５

０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
い
た
だ

い
た
寄
付
金
は
、
寄
付
者
の
意
向
に

よ
り
図
書
の
購
入
、
山
口
国
体
の
準

備
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
整
備
等
に
活
用
し
ま

し
た
。

し
込
み
」
を
選
択
し
、
必
要
事
項
を

入
力
。

▽
寄
付
の
振
込
方
法

　

６
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
（
ヤ
フ
ー
）
！
公
金

支
払
い
」
を
活
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
決
済
に
よ
る
寄
付
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
お
礼
の
品
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

市
外
在
住
の
方
で
１
万
円
以
上
寄

付
さ
れ
た
場
合
は
、
ふ
る
さ
と
の
特

産
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
寄
付
金
税
額
控
除
の
適
用

下
限
額
引
き
下
げ
（
５
０
０
０
円
か

ら
２
０
０
０
円
）
に
伴
い
、
４
月
か

ら
、
お
礼
の
品
を
３
０
０
０
円
相
当

に
変
更
し
ま
し
た
。

▽
新
登
場

福
栄
ふ
る
さ
と
パ
ッ
ク
（
味
噌
、
乾

し
椎
茸
、
ゼ
リ
ー
等
）

▽
お
礼
の
品
人
気
ベ
ス
ト
３

①
萩
の
海
幸
セ
ッ
ト

②
萩
ブ
ラ
ン
ド
米

③
萩
焼

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
企
画
課

（
２
５
・
３
１
０
２
）

むつみ吉部下の麻生団地（嶋村化成となり 35,360㎡）

■
申
し
込
み
・
振
り
込
み
手
続
き
が

便
利
に

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
、

時
間
・
場
所
を
問
わ
ず
に
い
つ
で
も

寄
付
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▽
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
で
申
し
込
み

　

萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
電
子
申
請

サ
ー
ビ
ス
の
「
ふ
る
さ
と
寄
付
の
申
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越ヶ浜、明神池そばにある厳島神社

　

萩
市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
「
定

住
総
合
相
談
窓
口
」
を
設
け
、「
空
き

家
情
報
バ
ン
ク
」
を
運
営
し
、
市
外
か

ら
移
住
さ
れ
る
方
の
住
ま
い
探
し
を
お

手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
、
年
々
増
加
す
る
移
住

の
相
談
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、

移
住
相
談
員（
２
人
）を
配
置
し
ま
し
た
。

　

萩
へ
実
際
に
移
住
さ
れ
、
現
在
相
談

員
を
務
め
る
和
田
稔
さ
ん
（
60
歳
、
萩

市
無
田
ヶ
原
）、
加
来
武
さ
ん
（
67
歳
、

萩
市
南
古
萩
町
）
に
萩
の
魅
力
に
つ
い

て
聞
き
ま
し
た
。

◆
移
住
支
援
員
の
仕
事

　

萩
市
へ
の
移
住
希
望
者
か
ら
の
相

談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
移
住
を

希
望
さ
れ
る
地
区
の
方
と
の
連
携
を

図
り
、
円
滑
な
移
住
と
定
着
を
支
援

し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
①
電
話
や
窓
口
で

の
移
住
相
談
へ
の
対
応
、
②
移
住
希

望
者
の
現
地
案
内
（
空
き
家
の
見
学

な
ど
）、
③
空
き
家
の
調
査
と
地
域

の
実
態
把
握
（
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

へ
の
登
録
な
ど
）

　長年、東京で国家公務員として務め
てきました。退職後の落ち着き先とし
て、田舎での暮らしを求め、たどり着
いたのが妻の故郷である萩でした。
　萩での生活は２年が過ぎましたが、
住む前の新鮮さは今も変わりません。
毎日歩く道も、夏みかんの花、椿など
季節によって風景はその日その日で変
わります。また、相談員として、市街
地以外の地域に出向いた時には、萩の
新たな魅力を発見します。毎日を飽き
させない、これが全国の他の地域には
ない萩の魅力です。
　いろいろな場所を巡り、目で見て、
肌で触れ感じた萩の良さをたくさんの
人に伝えたいと思っています。

和田 稔 相談員加
か く

来 武 相談員
2011 年に定住総合相談窓口を経由
して神奈川県から萩に U ターン

2010 年に定住総合相談窓口を経由
して埼玉県から萩に I ターン

　

教
科
書
に
は
載
ら
な
い
歴
史
上
の
人

物
の
知
ら
れ
ざ
る
物
語
を
紹
介
す
る

「
歴
史
秘
話　

ヒ
ス
ト
リ
ア
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

総
合
、
毎
週
水
曜
日
放
送
）
で
、
４
月

25
日
、「
厳
島
神
社 

ふ
し
ぎ
の
島
の
物

語
」
と
し
て
、
宮
島
（
広
島
県
）
の
厳

島
神
社
と
毛
利
元
就
に
関
す
る
秘
話
や
、

萩
市
越
ヶ
浜
の
「
厳
島
神
社
」
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　

毛
利
家
は
、
代
々
信
仰
心
が
厚
く
、

大
き
な
戦
の
前
に
は
必
ず
神
社
で
祈
願

し
、
勝
利
を
得
る
と
、
土
地
や
太
刀
を

寄
進
し
て
い
ま
し
た
。

　

放
送
で
は
、
元
就
が
存
亡
に
か
か
わ

る
不
利
な
戦
で
、
何
度
か
厳
島
神
社
の

加
護
に
よ
り
救
わ
れ
た
と
い
う
興
味
深

３
０
０
０
人
の
兵
で
応
戦
。
厳
島
神
社

の
使
者
が
、
必
勝
祈
願
の
用
で
元
就
を

訪
れ
た
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
敵
を
撃
退

し
た
と
い
う
報
告
が
届
く
。

②
弘
治
元
年
（
１
５
５
５
）、
大
内

氏
の
最
高
実
力
者 

陶す
え

晴は
る
か
た

賢
と
の
戦
い
。

敵
が
城
に
気
を
と
ら
れ
て
い
る
隙
に
、

島
の
裏
側
に
回
り
込
み
背
後
か
ら
奇
襲

す
る
作
戦
を
厳
島
神
社
の
神
官
が
提
案

し
た
と
言
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
元
就
の
厳
島
神
社
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
記
し
た
書
と
し
て
「
三さ

ん
し子

教
訓
状
」
が
紹
介
さ
れ
、
元
就
は
息
子

た
ち
に
「
厳
島
神
社
を
大
切
に
せ
よ
。

今
の
毛
利
家
が
あ
る
の
は
厳
島
神
社
の

お
か
げ
だ
と
い
う
こ
と
を
決
し
て
忘
れ

る
な
」
と
教
訓
を
残
し
ま
し
た
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
に
敗
れ
、
本
拠
地
を

萩
に
お
い
た
毛
利
氏
は
、
現
在
の
越
ヶ

浜
の
明
神
池
そ
ば
に
「
厳
島
神
社
」
を

建
立
。
安
芸
の
厳
島
神
社
を
真
似
る
た

め
、
神
社
の
名
前
だ
け
で
な
く
、
宮
島

と
同
じ
海
水
が
流
れ
込
む
池
を
選
ぶ
な

ど
、
地
形
の
似
た
場
所
を
わ
ざ
わ
ざ
選

び
、
こ
の
地
に
建
て
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

萩
の
厳
島
神
社
で
は
、
古
く
か
ら
旧

暦
の
６
月
17
日
に
本
社
の
厳
島
神
社
と

同
じ
よ
う
に
管
弦
祭
「
巫み

っ
こ女
の
舞
」
が

毎
年
行
わ
れ
、
今
年
は
８
月
３
日
・
４

日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　これまでは、設計関係の仕事等に就
き、５か国、数十か所で生活をしてき
ました。萩には萩高校を卒業する昭和
45 年まで住んでいました。
　Uターンして萩に戻り気付いたこと
は、他の場所の生活と比べても、萩に
は多くの歴史、文化、自然があり、生
活を飽きさせません。そして、最も重
要なことは、友人がいることです。友
だちは宝です。良き友のおかげで故郷
で充実した生活を送っています。

定住総合相談窓口
（萩市地域政策調整課内）
0838・25・3819

問い
合わせ

い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

①
天
文
９
年
（
１
５
４
０
）、

出
雲
の
尼あ

ま
ご子

氏
と
の
戦
い
。

３
万
人
の
兵
に
対
し
、
わ
ず
か
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そ
武
士
が
い
る
の
だ
」
と
い
う
教
え
な

の
で
す
。

　

戊
辰
の
戦
役
で
藩
士
が
士
道
に
殉
じ
、

多
く
の
重
臣
が
自
刃
に
至
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
訓お

し

え
の
余
香
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
時
は
流
れ
ま
し
た
。
両
市
は
歴

史
の
怨
念
を
越
え
て
友
好
都
市
に
な
り

ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

訪
問
団
は
、
二
本
松
市
長
は
長
州
に

対
し
て
も
っ
と
厳
し
い
見
方
を
す
る
も

の
と
予
想
し
て
い
た
だ
け
に
、
意
外
な

印
象
と
受
け
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
白
井
小
四
郎
が
供
養
さ
れ

て
い
る
浄
土
真
宗
真
行
寺
を
訪
れ
ま
し

た
。
佐
々
木
道
昇
住
職
が
「
そ
れ
は
慶

応
４
年
７
月
29
日
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
こ
れ
し
か
じ
か
の
出
来
事
で
し
た
。

あ
な
た
方
は
萩
か
ら
の
初
の
墓
参
団
で

す
。
皆
さ
ん
で
線
香
を
手
向
け
て
く
だ

さ
い
。
そ
う
そ
う
、
当
時
長
州
藩
主
か

ら
供
養
料
五
両
が
送
ら
れ
て
き
ま
し

た
」
と
住
職
は
“
長
か
っ
た
墓
守
の
報

告
”
の
よ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

奥
羽
越
列
藩
同
盟
は
、
会
津
や
仙
台

を
中
核
に
31
藩
の
構
成
で
し
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
微
妙
に
立
場
が
違
い
、
結
局
、

大
同
団
結
で
き
な
い
ま
ま
瓦
解
し
た
の

で
す
。
戊
辰
の
役
と
い
う
と
、
会
津
の

こ
と
に
意
を
注
ぎ
が
ち
で
す
が
、
周
辺

の
ど
の
藩
に
も
深
い
傷
跡
と
物
語
が
存

し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　

翌
日
、
会
津
若
松
市
の
藩
校
日
新
館

を
訪
れ
ま
し
た
。

聞きかじり歴史散歩 ６
　

２
６
５
年
続
い
た
幕
藩
体
制
を
脱
皮

し
て
近
代
日
本
を
創
出
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に

超
え
る
強
い
“
時
代
の
意
志
”
に
支
え

ら
れ
、
そ
れ
に
“
抗
う
力
”
と
の
交
錯

の
な
か
で
、
多
大
な
犠
牲
を
伴
い
な
が

ら
醸
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
そ
の
沸
点
が
内
戦「
戊
辰
戦
争
」

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

慶
応
４
年
か
ら
改
元
を
挟
ん
で
翌
明

治
２
年
に
か
け
て
、
新
政
府
軍
と
旧
幕

府
勢
力
、
奥
羽
越
列
藩
同
盟
の
諸
藩
と

の
戦
い
は
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
始

ま
っ
て
上
野
戦
争
、
北
越
戦
争
、
白
河

口
の
戦
い
、
二
本
松
の
戦
い
、
会
津
戦

争
、
秋
田
戦
争
、
そ
し
て
函
館
戦
争
で

の
終
結
ま
で
、
東
西
両
軍
に
よ
る
激
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
礼
や
義
や

信
と
い
っ
た
気
風
が
生
き
て
い
た
武
士

時
代
最
後
の
戦
だ
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

戊
辰
の
戦
い
は
、
勝
敗
の
帰
趨
と
は
別

に
、
多
く
の
琴
線
に
触
れ
る
逸
話
を
残

し
ま
し
た
。

　

萩
市
の
医
師
山
本
貞
壽
氏
が
主
宰
す

る
「
民
族
の
魂
を
呼
び
覚
ま
す
道
を
行

く
」
の
一
行
は
、
平
成
24
年
４
月
、
東

北
大
地
震
か
ら
１
年
余
を
経
た
福
島
県

二
本
松
市
に
い
ま
し
た
。こ
の
会
は「
吉

田
松
陰
を
学
ぶ
会
」
な
の
で
す
が
、
活

動
の
な
か
必
然
的
に
“
長
州
と
会
津
の

友
好
を
考
え
る
”
こ
と
に
な
り
ま
す
。

萩
か
ら
の
初
の
訪
問
団
に
、
二
本
松
市

の
三み

ほ保
恵
一
市
長
が
出
向
い
て
き
て
挨

拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
長
州
萩
か
ら
大
勢
の
皆
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
さ
き
の
戊
辰
戦
争
で
は
、
当
二
本

松
藩
は
奥
羽
越
列
藩
同
盟
に
与く

み

し
、
東

軍
と
し
て
あ
な
た
方
西
軍
と
壮
絶
な
戦

い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
あ
な
た
方
は

官
軍
で
、
私
共
を
賊
軍
と
呼
ぶ
よ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
東
軍
に
も
大
儀
は
存
し
て

い
た
の
で
す
。
今
考
え
ま
す
に
、“
時

代
の
要
請
”
を
客
観
的
に
判
断
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

私
た
ち
は
一
連
の
歴
史
か
ら
、
大
局
観

を
持
っ
て
事
を
決
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
二
本
松
藩

は
義
の
た
め
に
戦
い
、
落
城
も
止
む
無

し
と
い
う
苦
渋
の
選
択
を
し
た
の
で
す
。 　

藩
内
外
の
不
幸
に
触
れ
て
お
き
ま
す

と
、
薩
・
長
・
土
軍
が
攻
め
て
き
た
時
、

同
盟
を
結
ん
で
い
た
隣
接
の
三
春
藩
が

西
軍
に
寝
返
り
、
二
本
松
攻
め
の
手
引

き
を
し
た
こ
と
で
す
。
三
春
藩
は
、
藩

の
置
か
れ
た
地
理
的
関
係
か
ら
、
生
き

る
た
め
に
苦
渋
の
決
断
を
し
た
の
で
す
。

そ
れ
程
に
切
羽
詰
っ
た
事
態
だ
っ
た
の

で
す
。
本
来
友
好
な
両
市
の
は
ず
で
す

が
、
今
で
も
し
こ
り
が
残
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
州
と
の
不
幸
な
歴
史
の
中
に

も
心
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

長
州
藩
士
白
井
小
四
郎
が
小
隊
を
率

い
て
藩
内
に
入
っ
た
時
、
二
本
松
少
年

隊
の
成
田
才
次
郎
（
14
歳
）
が
白
井
に

刀
で
突
き
か
か
り
ま
し
た
。
白
井
は
深

手
を
負
い
倒
れ
な
が
ら
も
「
自
分
の
不

覚
で
あ
る
。
相
手
は
子
ど
も
だ
、
殺
す

な
」
と
命
じ
、
自
身
は
落
命
し
ま
し
た
。

成
田
少
年
も
ま
た
負
っ
て
い
た
傷
の
た

め
亡
く
な
っ
た
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

白
井
小
四
郎
を
真
の
武
士
だ
と
称
え
今

で
も
供
養
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
戊
辰
の
役
以
前
は
、
二
本
松
と

長
州
の
両
藩
は
友
好
的
だ
っ
た
の
で
す
。

二
本
松
藩
は
小
藩
で
す
が
格
式
は
高
く
、

将
軍
拝
謁
の
時
の
控
え
の
間
は
、
毛
利

藩
と
同
じ
大
広
間
で
し
た
。
毛
利
藩
は

「
百
万
一
心
」
の
精
神
で
藩
を
運
営
し

た
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、当
藩
も「
戒

石
銘
」
を
規
範
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
「
爾
の
俸　

爾
の
禄
は
、
民
の
膏
民

の
脂
な
り
。
下
民
は
虐
げ
易
き
も
上
天

は
欺
き
難
し
」
と
い
う
「
民
が
い
て
こ

　
「
教
育
は
百
年
の
計
」
と
唱
え
た
会

津
藩
は
、
享
和
３
年
（
１
８
０
３
）
に

８
０
０
０
坪
の
敷
地
に
建
物
１
５
０
０

坪
の
日
新
館
を
開
設
し
ま
し
た
。
白
虎

隊
の
少
年
た
ち
も
こ
こ
で
“
武
士
道
精

神
”
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。
宗
像
精

館
長
は
、「
会
津
精
神
は
、
虚
言
（
う

そ
）
を
言
う
こ
と
は
な
り
ま
せ
ぬ
、
卑

怯
な
振
る
舞
い
を
し
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
、

な
ど
７
か
条
に
示
さ
れ
、
つ
ま
る
と
こ

ろ“
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
も
の
で
す
”

の
信
念
を
今
に
伝
え
て
い
る
の
で
す
」

と
述
べ
、「
会
津
は
、
家
康
の
孫
保ほ

し
な科

正
之
を
祖
と
し
、
藩
主
松
平
容か

た
も
り

保
は
京

都
守
護
職
で
し
た
か
ら
、
戊
辰
の
行
動

は
当
然
の
成
り
行
き
で
す
。
戊
辰
の
屈

辱
を
発
酵
さ
せ
て
人
格
の
陶
冶
に
務
め
、

会
津
人
は
正
義
の
た
め
に
愚
直
に
生
き

て
い
く
の
で
す
」
と
熱
っ
ぽ
く
語
り
ま

す
。

　

一
行
は
、
白
虎
隊
の
聖
地
飯い

い
も
り
や
ま

盛
山
や

鶴
ヶ
城
を
見
た
あ
と
、
山や

ま
が鹿
素
行
の
生

誕
地
を
眺
め
な
が
ら
宿
舎
に
入
り
ま
し

た
。
吉
田
松
陰
は
山
鹿
流
の
兵
学
師
範

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
山
鹿
素

行
が
会
津
に
生
ま
れ
、
赤
穂
藩
の
招
聘

を
容
れ
て
赤
穂
に
住
み
、
多
く
の
藩
士

を
教
導
し
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
松
陰
は
ペ
リ
ー
来
航
の
少

し
前
２
度
に
わ
た
っ
て
素
行
の
生
地
会

津
を
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
会
津
か
ら

も
萩
の
明
倫
館
に
藩
士
志
賀
重
則
、
原

貢
、
黒
河
内
伝
五
郎
、
堀
越
三
郎
、
松

本
辰
次
の
５
人
が
や
っ
て
く
る
な
ど
あ
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の
時
代
に
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

松
陰
が
宮
部
鼎
蔵
と
東
北
遊
学
に
出

か
け
る
日
を
、
藩
の
規
則
を
破
っ
て
ま

で
12
月
14
日
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
大

石
内
蔵
助
が
山
鹿
素
行
の
教
え
を
肝
に

銘
じ
て
“
吉
良
邸
討
ち
入
り
”
を
果
た

し
た
“
そ
の
日
”
を
大
切
に
思
っ
て
い

た
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
て

素
行
が
育
っ
た
地
に
立
ち
、
同
じ
空
気

に
触
れ
る
と
、松
陰
が
命
を
賭
し
て“
維

新
前
夜
の
状
況
”
を
創
り
出
し
た
心
境

が
強
く
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
会
津
で

の
懇
親
会
場
に
会
津
若
松
市
長
室
井
照

平
氏
が
訪
れ
、“
市
長
と
し
て
”
歓
迎

の
挨
拶
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。
戊
辰
の

傷
を
心
に
抱
く
市
民
の
感
情
を
考
え
れ

ば
、
行
政
の
長
と
い
う
立
場
で
友
好
の

挨
拶
を
行
う
こ
と
は
と
て
も
重
い
決
断

で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
市
で
あ

れ
ば
当
然
と
も
い
え
る
こ
の
光
景
は
私

た
ち
に
は
大
き
な
驚
き
で
し
た
。
こ
の

席
で
は
、
野
村
萩
市
長
の
友
好
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
両
市
の
公
式
な

友
好
の
意
思
表
示
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

戊
辰
戦
争
で
は
、
長
州
も
会
津
も
多

く
の
犠
牲
を
払
い
ま
し
た
。
社
会
の
仕

組
み
を
根
底
か
ら
変
革
す
る
に
は
、
流

血
は
避
け
ら
れ
な
い
事
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
当
事
者
た
ち
の
心
の

傷
は
余
人
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る

深
い
も
の
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
両
者
の

争
い
で
は
、
足
を
踏
ん
だ
方
と
踏
ま
れ

た
方
の
感
覚
の
違
い
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
れ
か
ら
１
４
５
年
。
時
は
移
ろ
い
、

人
々
は
世
代
交
代
を
進
め
て
、
感
情
を

理
性
が
抑
え
得
る
時
期
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
回

の
出
来
事
は
、
長
州
と
会
津
の
民
間
交

流
に
尽
力
し
て
き
た
山
本
貞
壽
会
長
の

不
断
の
熱
意
と
行
動
に
よ
る
と
こ
ろ
が

大
き
い
の
で
す
が
、
人
々
の
時
代
認
識

の
変
化
も
ま
た
後
押
し
し
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
山
本
氏
が
語
っ
た
「
こ
こ

ま
で
来
る
の
に
20
年
か
か
り
ま
し
た
」

と
い
う
穏
や
か
な
そ
し
て
し
み
じ
み
と

し
た
述
懐
に
、
同
級
生
を
中
心
に
し
た

仲
間
た
ち
も
感
慨
深
げ
で
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
長
州
と
会
津
の
本
質

的
な
友
好
は
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

せ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　

（
高
木
正
熙　

エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

（
参
考
文
献
）

「
会
津
藩
仕
末
記
」
永
岡
慶
之
助

「
防
長
戊
辰
掃
苔
録
」
一
坂
太
郎

「
会
津
士
魂
」
早
乙
女
貢

「
幕
末
史
」「
二
本
松
少
年
隊
」
星
亮
一

　

な
お
、
５
月
に
二
本
松
市
の
三
保
恵

一
市
長
が
、
６
月
に
会
津
と
長
州
の
友

好
を
考
え
る
会
の
高
屋
雄
三
会
長
（
福

島
県
医
師
会
長
）
が
来
萩
さ
れ
ま
し
た
。

真行寺の白井小四郎墓前（福島県二本松市）
左から豊田隆晴さん、三保二本松市長、山本貞壽さん
　　　佐々木住職、陽信孝さん

阿武町　

阿
武
町
の
筒
尾
に
あ
る
山
口
県
外

海
第
二
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
で
４
月

23
日
、
キ
ジ
ハ
タ
種
苗
生
産
施
設
の

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
非
常
に
美
味
で
稀

少
な
た
め「
幻
の
高
級
魚
」と
呼
ば

れ
る
キ
ジ
ハ
タ
を
生
産
す
る
施
設
で
、

総
事
業
費
約
３
億
円
を
か
け
て
建
設

し
ま
し
た
。
稚
魚
用
60
㎥
水
槽
６
基

と
、親
魚
用
40
㎥
水
槽
３
基
を
設
置

し
、全
長
５
㎝
ま
で
成
長
さ
せ
た
稚
魚

を
年
間
10
万
匹
生
産
す
る
計
画
で
す
。

　

中
村
秀
明
町
長
は
「
町
の
基
幹
産

業
の
一
つ
で
あ
る
水
産
業
の
発
展
の

た
め
、
キ
ジ
ハ
タ
生
育
の
た
め
の
漁

場
環
境
の
整
備
と
ブ
ラ
ン
ド
化
と
い

う
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
振

興
を
図
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

　

今
後
、
稚
魚
を
放
流
す
る
こ
と
で

キ
ジ
ハ
タ
の
漁
獲
量
が
増
加
し
、
漁

業
関
係
者
の
所
得
が
向
上
す
る
と
と

も
に
、
後
継
者
対
策
に
も
つ
な
が
っ

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
キ
ジ
ハ
タ

　

青
森
県
以
南
か
ら
沖
縄
に
か
け
て

の
潮
通
し
の
良
い
岩
礁
帯
に
生
息
す

る
魚
で
、
山
口
県
で
は
日
本
海
側
と

瀬
戸
内
側
の
ど
ち
ら
に
も
生
息
し
て

い
る
。

　

最
大
で
全
長
60
㎝
、
体
重
３
㎏
程

度
ま
で
成
長
す
る
が
、
漁
獲
量
が
少

な
く
あ
ま
り
一
般
的
に
は
出
回
ら
な

い
。

　

刺
身
、
鍋
、
煮
付
け
、
酒
蒸
し
な

ど
、
ど
ん
な
料
理
で
も
非
常
に
お
い

し
い
白
身
の
魚
。

○
１
㎏
５
０
０
０
円
の
高
級
魚
！

　

漁
獲
量
が
少
な
い
た
め
、
キ
ジ
ハ

タ
は
高
値
で
取
引
さ
れ
、
山
口
県
沿

岸
域
で
と
れ
る
魚
で
は
随
一
の
高
級

魚
。

（
ヒ
ラ
メ
は
約
２
０
０
０
円
、
タ
イ

は
約
１
０
０
０
円
）
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. １
る
ま
で
、
18
年
間
東
京
勤
務
で
あ
っ
た
。

　

民
営
化
後
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
採
用
さ

れ
、
駅
設
備
関
係
業
務
に
携
わ
っ
た

後
、
広
告
関
係
子
会
社
で
あ
る
㈱
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ズ
に
出
向
し
媒
体
関
係
業
務
を
担
当
、

現
在
も
嘱
託
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
。

　

そ
の
子
会
社
の
社
長
が
世
界
観
光
機

関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
ア
ジ
ア
太
平
洋
セ

ン
タ
ー
の
代
表
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
り
、

私
も
そ
の
業
務
支
援
の
た
め
、
平
成
19

年
７
月
か
ら
二
足
の
わ
ら
じ
を
は
く
こ

と
に
な
っ
た
。

　

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
「
Ｕ
Ｎ
（
国
連
）」

の
専
門
機
関
で
、
１
５
５
か
国
が
加
盟

し
て
い
る
観
光
分
野
で
は
世
界
最
大
の

国
際
機
関
。
持
続
的
な
観
光
を
通
じ
た

貧
困
の
軽
減
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、

観
光
交
流
促
進
、
貧
困
軽
減
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
教
育
訓
練
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
る
機
関
で
、
そ
の
唯
一
の

地
域
事
務
所
が
大
阪
南
港
に
あ
る
「
ア

ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

　

観
光
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開

催
、
国
と
国
に
ま
た
が
る
観
光
客
数
の

統
計
、教
育
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
、
世
界
観

光
機
関
総
会
、
地
域
委
員
会
へ
の
参
加

な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
る
が
、
少

人
数
の
所
員
で
業
務
を
こ
な
し
て
い
る
。

　

四
十
数
年
ぶ
り
に
英
語
と
縁
の
あ
る

仕
事
を
し
て
い
る
。
昨
年
は
韓
国
慶
州

　

私
は
歌
謡
曲
「
高
校
三
年
生
」
が
リ

リ
ー
ス
さ
れ
た
翌
年
、
昭
和
39
年
に
萩

高
校
を
卒
業
し
、
国
鉄
の
中
央
鉄
道
学

園
大
学
課
程
に
入
学
し
た
。

　

職
員
と
し
て
国
鉄
に
入
社
し
、
２
年

間
、
大
学
の
教
養
課
程
に
相
当
す
る
講

義
の
ほ
か
、
鉄
道
専
門
科
目
を
み
っ
ち

り
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

卒
業
後
は
大
阪
に
配
属
さ
れ
、
ひ
と
通

り
現
場
を
経
験
し
た
。

　

こ
の
時
受
け
た
国
鉄
部
内
の
英
会
話

資
格
試
験
が
、
そ
の
後
の
人
生
を
方
向

付
け
た
。
合
格
し
て
し
ば
ら
く
す
る
と
、

国
際
会
議
を
控
え
て
い
た
東
京
・
丸
の

内
に
あ
っ
た
国
鉄
本
社
外
務
部
か
ら
声

が
か
か
り
、
い
き
な
り
本
社
勤
務
と
な

り
会
議
準
備
に
追
わ
れ
た
。
本
社
内
で

の
異
動
は
あ
っ
た
も
の
の
民
営
化
さ
れ

＝
国
鉄
、Ｊ
Ｒ
、ジ
ェ
イ
ー
ア
ル
西
日
本
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
そ
し
て
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
＝

大
阪
指
月
会 

会
長

（
萩
高
校
昭
和
39
年
卒
16
期
、

　

阿
武
町
宇
田
出
身
、滋
賀
県
在
住
）

で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
総
会
会
場

に
赴
き
、
日
本
ブ
ー
ス
を
出
展
。
震
災

の
風
評
被
害
払
拭
の
た
め
、
震
災
復
興

ビ
デ
オ
放
映
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
、

日
本
各
地
の
観
光
地
の
元
気
な
姿
を
紹

介
し
た
。

　

大
阪
指
月
会
に
は
東
京
で
は
参
加
で

き
ず
に
い
た
。
大
阪
に
戻
り
、
同
期
幹

事
か
ら
案
内
を
い
た
だ
き
、
幹
事
会
に

も
出
る
よ
う
に
な
り
、
気
が
付
け
ば
中

山
、
村
木
両
先
輩
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

指
月
会
を
引
き
継
い
で
、
会
長
職
を
引

受
け
て
い
た
。
会
の
維
持
拡
大
の
た
め

微
力
な
が
ら
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

私
の
実
家
は
合
併
に
加
わ
ら
な
か
っ

た
阿
武
町
宇
田
に
あ
る
。
子
ど
も
の
頃

は
萩
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
の
が
と

て
も
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
毎
年
帰
省
し

て
い
る
が
、
商
店
街
は
様
変
わ
り
し
た

も
の
の
、
萩
の
味
は
健
在
で
あ
り
、
町
、

道
路
の
整
備
は
年
々
進
ん
で
い
る
。

　

高
校
へ
は
汽
車
通
学
。
６
時
半
の
列

車
し
か
な
く
、
朝
早
く
辛
か
っ
た
が
、

毎
日
そ
れ
を
支
え
て
く
れ
た
母
は
も
っ

と
大
変
で
あ
っ
た
ろ
う
と
感
謝
し
て
い

る
。

　

萩
と
い
え
ば
、
卒
業
し
上
京
す
る
朝

一
人
東
萩
駅
で
見
送
っ
て
く
れ
た
人
を

今
も
思
い
出
す
。

伊
藤
　
孝
さ
ん

萩
の
思
い
出

■プロフィール
昭和 20 年８月生まれ、昭和 39 年萩高卒
業（16 期）。
昭和 39 年４月、日本国有鉄道入社（中央
鉄道学園）。昭和 44 年８月、日本国有鉄
道外務部。平成８年６月、西日本旅客鉄道
株式会社京都支社総務企画課長。
平成 16 年６月、株式会社ジェイアール西
日本コミュニケーションズ常務取締役交通
媒体本部長。平成 17 年４月、大阪メディ
ア・サービス株式会社代表取締役社長。平
成 19 年７月、財団法人アジア太平洋観光
交流センター（ＡＰＴＥＣ）国際部部長。

私
の
近
況

世
界
観
光
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）

ア
ジ
ア
太
平
洋
セ
ン
タ
ー

インド観光交流促進シンポジウム
（前列左が筆者）
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【
定
時
運
航
】　

７
月
14
日
（
土
）
〜

８
月
26
日
（
日
）
の
土
・
日
曜
日
、

祝
日
お
よ
び
お
盆
（
７
月
28
日
・
29

日
は
除
く
）　　

■
出
航
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
所
要
時
間
60
分
）　　
　
　
　

【
予
約
運
航
】

大
人
５
人
以
上
で
平
日
等
も
運
航

■
乗
船
料　

大
人
１
８
０
０
円
、
小

学
生
以
下
９
０
０
円
（
３
歳
未
満
無

料
）

【
サ
ン
セ
ッ
ト
ク
ル
ー
ズ
】

■
出
航
時
間　

午
後
７
時
〜

■
乗
船
料　

大
人
２
２
０
０
円
、
小

学
生
以
下
１
１
０
０
円

※
乗
船
希
望
日
の
２
日
前
ま
で
に
予

約
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

萩
市
須
佐
観
光
協
会（
０
８
３
８
７
・

６
・
２
２
１
９
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
、
つ
わ
ぶ

き
の
館
（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
６

６
）

　

萩
市（
旧
川
上
村
）出
身
の
、
羽
毛
田

信
吾
さ
ん（
70
歳
）が
６
月
１
日
で
宮
内

庁
長
官
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

皇
室
の
相
談
役
と
な
る
宮
内
庁
参
与
に

就
任
さ
れ
ま
す
。

　

羽
毛
田
さ
ん
は
、
旧
厚
生
省
事
務
次

官
を
退
官
し
た
後
、
２
０
０
１
年
４
月

か
ら
宮
内
庁
の
次
長
を
４
年
間
、
05
年

４
月
に
は
７
代
目
の
宮
内
庁
長
官
に
就

任
し
て
７
年
間
、
合
計
11
年
間
、
宮
内

庁
に
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
昨
年
３
月
の
東
日
本
大
震

災
に
お
い
て
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
同
行

し
、
被
災
地
を
訪
問
し
た
ほ
か
、
皇
位

継
承
問
題
、
公
務
の
削
減
な
ど
皇
室
を

巡
る
諸
課
題
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

羽
毛
田
さ
ん
は
、
11
年
間
の
宮
内
庁

生
活
を
振
り
返
り
、「
天
皇
陛
下
は
象

徴
天
皇
の
道
を
誠
心
誠
意
、
切
り
開
い

て
こ
ら
れ
た
。
そ
の
真
心
を
感
じ
な
が

ら
仕
事
で
き
た
の
は
幸
運
に
尽
き
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
印
象
に
残
っ
た
こ
と
に
、
05

年
の
太
平
洋
戦
争
激
戦
地
サ
イ
パ
ン
島

へ
の
戦
争
犠
牲
者
慰
霊
と
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
見
舞
い
を
挙
げ
、「
戦
争

で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の
哀
切
の

思
い
と
平
和
へ
の
願
い
を
痛
切
に
感
じ

た
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
で
は
被
災

者
へ
寄
せ
ら
れ
る
深
い
思
い
を
い
つ
に

も
ま
し
て
感
じ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

両
陛
下
か
ら
は
、退
任
に
当
た
り「
長

い
間
ご
苦
労
様
で
し
た
と
い
う
ね
ぎ
ら

い
と
、
体
に
気
を
つ
け
て
と
声
を
か
け

ら
れ
、
感
無
量
で
し
た
」
と
も
述
べ
ま

し
た
。

（
６
月
２
日
付
け
朝
日
・
読
売
・
毎
日

新
聞
を
参
照
）

　

人
気
ア
ニ
メ
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
I
Ｅ
Ｃ

Ｅ
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）」
の
主
題
歌
を
歌

う
萩
市
須
佐
出
身
の
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
歌

手
、き
た
だ
に
ひ
ろ
し
さ
ん
（
43
歳
）が
、

５
月
２
日
に
ふ
る
さ
と
須
佐
の
観
光
大

使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

き
た
だ
に
さ
ん
は
、
２
０
０
８
年
に

須
佐
の
特
産
「
ケ
ン
サ
キ
イ
カ
」
ブ
ラ

ン
ド
化
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
「
男み

こ
と命

い
か
の

唄
」
を
作
詞
作
曲
し
、
Ｃ
D
を
制
作
す

る
な
ど
男
命
イ
カ
の
売
り
上
げ
の
向
上

に
貢
献
し
て
い
る
ほ
か
、
須
佐
湾
大
花

火
大
会
で
の
ス
テ
ー
ジ
出
演
な
ど
、
故

郷
の
活
性
化
に
大
き
く
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

須
佐
観
光
協
会
（
山
本
隆
志
会
長
）

か
ら
任
命
書
を
受
け
取
る
と
、「
生
ま

れ
育
っ
た
町
を
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
き
た
だ
に
さ
ん
が
中
学
生

時
代
は
野
球
部
所
属
、
４
番
バ
ッ
タ
ー

と
し
て
活
躍
し
て
い
た
と
い
う
意
外
な

経
歴
が
飛
び
出
し
会
場
を
盛
り
上
げ
た

ほ
か
、
終
了
後
に
会
場
の
客
席
で
静

か
に
見
守
っ
て
い
た
両
親
に
駆
け
寄

り
、「
う
ち
の
父
ち
ゃ
ん
と
母
ち
ゃ
ん

で
す
！
」
と
紹
介
す
る
場
面
も
。

　

ご
両
親
の
北
谷
心し

ん
い
ち
一
さ
ん
、
安
子
さ

ん
は
、「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
、
応

援
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。

本
当
に
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
月
末
か
ら
運
航
を
開
始

し
た
須
佐
湾
遊
覧
船
に
乗
り
込
み
、
ホ

ル
ン
フ
ェ
ル
ス
、
屏
風
岩
な
ど
須
佐
の

見
所
を
案
内
。
観
光
大
使
と
し
て
の
初

仕
事
を
務
め
ま
し
た
。

須佐漁港での任命式
左から歌手の遠藤正明さん、影山ヒロノブさん、
きただにさん、山本会長、野村興兒萩市長

旧川上村出身
萩高昭和 36 年卒（13 期）
　長く帰省していません。我が
郷里川上の阿武川ダム湖に昨年
から遊覧船が就航とか。秋の日
差しに照り映える長門峡の紅葉
を湖上から心行くまで眺めてみ
たいとの思い頻りです。

（萩ネットワーク 11 年７月号
100 号記念アンケートから）

ホルンフェルス
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き
、
母
一
人
で
営
む
こ
と
は
で
き
な
い

と
、
卒
業
後
も
実
家
に
残
り
、
家
業
の

手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

県
の
養
鶏
協
会
に
加
入
し
、
養
鶏
業

の
こ
と
を
色
々
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
う
ち
に
、
派
米
農
業
研
修
制
度
が
あ

る
こ
と
を
知
り
、
実
家
を
弟
に
任
せ
、

26
歳
の
時
に
２
年
間
農
業
留
学
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
養
鶏
業
を
学
ぶ
た
め
、

鶏
の
育
成
農
場
で
働
き
な
が
ら
、
６
か

月
ほ
ど
大
学
に
通
い
、
３
か
月
ほ
ど
農

業
一
般
の
知
識
を
広
め
る
た
め
、
果
樹

園
で
働
き
ま
し
た
。
帰
国
後
、
こ
れ
か

ら
の
時
代
は
何
を
や
る
に
し
て
も
英
語

と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
使
え
な
け
れ
ば

と
思
い
、
広
島
の
職
業
訓
練
校
電
子
科

に
通
い
ま
す
。

　

そ
の
時
の
住
ま
い
は
ス
ー
パ
ー
の
上

で
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
ス
ー
パ
ー
に
足
を

運
ぶ
の
で
す
が
、
そ
こ
に
並
ん
で
い
る

あ
り
得
な
い
ほ
ど
綺
麗
な
野
菜
を
見
て

恐
ろ
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
と
い
う
の

も
、
農
家
出
の
私
か
ら
す
れ
ば
、
大
量

の
農
薬
を
使
っ
て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭

然
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
も

の
が
普
通
に
流
通
し
、
こ
の
先
、
子
ど

も
を
授
か
り
、
そ
れ
を
子
ど
も
が
口
に

す
る
の
か
と
考
え
る
と
、
と
て
も
不
安

に
思
い
、
実
家
に
帰
っ
て
有
機
農
業
を

や
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
地
元
に
戻
り
、
有
機

農
業
を
始
め
ま
す
が
、
当
時
は

機
械
も
な
く
す
べ
て
手
作
業
。
ま
た
、

生
産
だ
け
で
な
く
移
動
販
売
を
し
た
り
、

卸
を
し
た
り
、
倉
庫
を
借
り
て
三
隅
長

門
の
人
と
直
販
な
ど
も
し
ま
し
た
が
、

価
格
は
付
か
ず
、
お
金
に
な
ら
な
い
状

況
で
し
た
の
で
、
無
農
薬
は
断
念
し
低

農
薬
野
菜
の
生
産
を
始
め
ま
す
。
し
か

し
、
輸
入
さ
れ
る
農
産
物
、
農
産
加
工

品
の
影
響
で
、
農
産
物
の
低
価
格
化
が

定
着
し
、
利
益
は
出
に
く
い
状
況
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
、
農
薬
残

留
値
の
規
定
を
設
け
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ

ス
ト
制
度
に
よ
り
、
賠
償
の
リ
ス
ク
ま

で
抱
え
る
と
な
る
と
、
農
家
を
継
ご
う
、

農
家
を
や
っ
て
み
よ
う
と
志
す
者
は
い

な
く
な
り
、
更
に
高
齢
化
が
進
み
、
こ

の
ま
ま
で
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
と
、
日
本
の
農
業
の
将
来
を
危

惧
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
ま
ず
い
と
、

コ
ス
ト
削
減
と
生
産
の
効
率
化
、
後
継

者
不
足
の
解
消
を
目
的
に
農
事
組
合
法

人
「
フ
ァ
ー
ム
さ
ん
み
」
が
設
立
さ
れ
、

17
軒
の
農
家
の
皆
さ
ん
と
計
画
的
大
規

模
農
業
を
始
め
ま
す
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
県
の
方
か
ら
、

単
価
を
高
く
設
定
で
き
る
よ
う
、

地
元
伝
統
野
菜
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

薦
め
ら
れ
、
そ
の
一
つ
の
案
が
、
長
門

市
田
屋
地
区
で
獲
れ
る
「
田
屋
な
す
」

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
複
数
農
家
で
協

力
し
な
が
ら
生
産
を
始
め
ま
す
が
、
田

屋
な
す
は
非
常
に
弱
い
品
種
で
、
ほ
っ

と
い
た
ら
大
き
く
な
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る

技
術
、
管
理
方
法
を
試
行
錯
誤
し
、
出

荷
で
き
る
レ
ベ
ル
ま
で
辿
り
着
く
の
に

３
年
の
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
そ
う

し
て
、
Ｊ
Ａ
で
部
会
が
設
立
さ
れ
、
ブ

ラ
ン
ド
名
を
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
と
し
、

本
格
的
な
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
萩
た
ま
げ
な
す
」
の
名

は
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
広
く
知
れ

渡
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

よ
り
農
家
が
少
し
で
も
楽
に
な
っ
た
か

と
言
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
な
く
、

研
究
を
重
ね
て
も
未
だ
に
１
苗
か
ら
４

本
は
収
穫
で
き
ず
、
３
本
収
穫
で
黒
字
、

２
本
収
穫
だ
と
赤
字
と
い
っ
た
、
ギ
リ

ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
の
生
産
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
当
初
は
７
軒
で
生
産
し

て
い
ま
し
た
が
、
時
を
追
う
ご
と
に
生

産
農
家
は
少
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
で
は

本
末
転
倒
と
成
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

生
産
者
で
あ
り
な
が
ら
も
、
こ
の
よ
う

な
取
材
や
テ
レ
ビ
の
取
材
に
も
応
じ
る

こ
と
で
、
少
し
で
も
消
費
者
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
し
て
、
販
売
サ
イ
ド
が
そ
の
注
目

度
を
上
手
く
利
用
し
て
適
正
な
価
格
で

販
売
し
て
く
れ
た
ら
、「
萩
た
ま
げ
な

す
を
作
れ
ば
生
活
で
き
る
ぞ
！
」
と
な

り
、
地
域
の
農
家
の
衰
退
に
少
し
で
も

歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩　

萩
た
ま
げ
な
す
部
会
会
長

吉
村 

剛
さ
ん

（
萩
市
三
見　

55
歳
）

　

５
月
23
日
に
今
季
初
出
荷
を
終
え
、

お
よ
そ
２
か
月
間
の
収
穫
期
の
終
盤
を

迎
え
、
正
に
今
が
旬
の
萩
・
長
門
ブ
ラ

ン
ド
野
菜
「
萩
た
ま
げ
な
す
」。
そ
の

萩
た
ま
げ
な
す
部
会
の
会
長
と
し
て
、

萩
た
ま
げ
な
す
栽
培
の
研
究
か
ら
ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で
努
め
、
地
域
の
農
業

は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
農
業
の
未
来
ま

で
を
考
え
活
動
さ
れ
る
吉
村
剛
さ
ん
に

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

代
々
農
業
で
生
活
を
賄
う
家
に
生
ま

れ
、
小
１
の
時
に
父
を
亡
く
し
ま
し
た
。

残
さ
れ
た
母
と
叔
父
と
で
１
万
羽
の
養

鶏
場
を
共
同
経
営
し
、
幼
少
の
時
か
ら

私
は
そ
れ
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、

将
来
農
業
を
や
る
つ
も
り
は
全
く
な
く
、

高
校
卒
業
後
は
進
学
を
考
え
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
私
が
高
校
１
年

の
と
き
、
叔
父
の
娘
、
私
の
従
姉
妹
が

亡
く
な
り
、
叔
父
も
養
鶏
か
ら
手
を
引

つ
よ
し

■
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩 

萩
た
ま
げ

な
す
部
会
（
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩 

萩
支
所 

営
農
経
済
係
）

住
所
：
萩
市
大
字
江
向
４
３
１
︲
２

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
３
７
６
６

★「萩たまげなす」を読者にプレゼント

萩ブランド野菜
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地
元
住
民
、
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
、

坂
本
久
、
長
嶋
茂
雄
な
ど
、
各
界
の
著

名
人
ま
で
も
、
そ
の
評
判
を
聞
き
、
足

を
運
ぶ
老
舗
蕎
麦
屋
・
ふ
じ
た
や
を
訪

問
し
、
三
代
目
店
主
・
河
村
安や

す
ひ
ろ啓

さ
ん

（
49
歳
）
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

戦
前
の
い
つ
か
ら
藤
田
屋
を
始
め
た

の
か
詳
し
く
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
創

始
者
は
私
の
伯
叔
祖
母
に
あ
た
る
藤
田

ス
エ
さ
ん
で
創
業
時
は
米
屋
町
に
店
を

構
え
て
い
た
そ
う
で
す
。
ス
エ
さ
ん
は

生
涯
独
身
で
、
戦
後
、
兵
役
か
ら
帰
っ

て
き
た
甥
に
あ
た
る
私
の
父
・
心し

ん
じ治

を

養
子
と
し
て
迎
え
、
店
舗
を
終
戦
直
後

の
萩
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
あ
っ
た

現
所
在
地
・
熊
谷
町
に
移
転
し
た
よ
う

で
す
。

　

当
初
は
蕎
麦
処
と
い
う
括
り
で
は
な

く
、
う
ど
ん
、
カ
キ
氷
、
そ
う
め
ん
、

冷
麦
、
丼
物
、
い
な
り
寿
司
等
々
、
お

食
事
処
と
し
て
店
を
構
え
て
い
た
よ
う

で
、
塩
を
つ
ま
み
に
し
て
酒
を
飲
む
人

が
複
数
人
集
ま
っ
て
き
た
ら
、
少
量
の

蕎
麦
を
打
ち
、
の
こ
く
ず
を
燃
料
と
し

た
窯
で
茹
で
、
ま
た
、
銭
湯
に
行
く
途

中
に
立
ち
寄
り
、「
風
呂
上
り
に
蕎
麦

ち
ょ
う
だ
い
！
」
と
言
い
、
帰
り
に
寄

る
お
客
さ
ん
な
ど
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
の
中
で
蕎
麦
を
提
供
し
て
い
た
よ

う
で
す
。

　

ス
エ
さ
ん
の
遺
言
で
、
ス
エ
さ
ん
が

亡
く
な
っ
た
後
、
父
は
姓
を
河
村
に
戻

し
、
私
も
河
村
姓
で
生
ま
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
か
ら
は

「
藤
田
く
ん
」
と
呼
ば
れ
、
幼
少
の
と

き
は
そ
れ
が
不
思
議
で
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
時
は
経
ち
、
高
校
を

卒
業
す
る
こ
ろ
に
は
、
３
代
目
と
な
り

両
親
に
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
芽
生
え
、
高
校
卒
業
後
は
調

理
師
専
門
学
校
に
行
か
せ
て
も
ら
い
１

年
間
必
死
に
勉
強
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
専
門
学
校
で
学
ぶ

も
の
は
、
厨
房
で
必
要
な
こ
と

の
基
礎
中
の
基
礎
で
あ
り
、
卒
業
間
近

に
な
る
と
「
こ
ん
な
の
で
戦
力
と
し
て

や
っ
て
い
け
る
の
か
？
」
と
不
安
に
な

る
ば
か
り
で
、
こ
の
ま
ま
萩
に
帰
っ

て
家
業
に
入
る
の
は
力
不
足
だ
と
感

じ
、
卒
業
後
、
麺
類
料
理
・
和
食
の
老

舗
中
の
老
舗
『
美
々
卯
』
に
入
社
し
ま

す
。
腕
も
な
く
技
術
も
な
く
入
社
し
た

わ
け
で
す
か
ら
、
た
だ
ひ
た
す
ら
、
我

武
者
羅
に
働
き
ま
し
た
。
私
が
配
属
さ

れ
た
店
舗
は
、
通
常
業
務
を
終
え
た
後

や
、
休
日
な
ど
に
仕
事
を
す
る
と
、
ワ

ン
ラ
ン
ク
上
の
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
、

腕
を
磨
く
に
は
と
て
も
良
い
環
境
で
し

た
。

　

３
年
目
と
な
り
、
自
分
の
中
で
の
修

業
の
仕
上
げ
と
し
て
、
天
ぷ
ら
を
覚
え

た
い
と
考
え
た
私
は
、
グ
ル
ー
プ
内
で

も
ト
ッ
プ
の
売
り
上
げ
を
誇
る
阪
神
百

貨
店
10
階
、
阪
神
店
よ
り
配
属
さ
れ
た

先
輩
に
口
を
訊
い
て
も
ら
い
、
休
日
は

阪
神
店
の
天
ぷ
ら
場
で
働
か
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
う
し
て
キ
リ
が
良
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
退
社
し
、
ふ
じ
た
や
に
戻

り
ま
す
。

　

ふ
じ
た
や
に
戻
っ
て
か
ら
、
多
く

あ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
蕎
麦
一
本
に
絞
り
、

既
存
の
当
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
『
せ
い
ろ
そ

ば
』
や
『
釜
揚
げ
そ
ば
』
を
主
に
置
き

つ
つ
、
修
業
時
代
以
降
に
学
ん
だ
新
し

い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
、
両
親
と
共

に
蕎
麦
処
ふ
じ
た
や
と
し
て
営
業
し
ま

し
た
。
ま
だ
父
が
元
気
で
、
店
の
方
も

さ
ほ
ど
忙
し
く
な
い
時
は
、
出
前
も
し

て
い
ま
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
店
が
忙
し
く
な
る
と
同
時
に
、

父
の
体
調
が
悪
化
し
、
出
前
も
止
め
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
と
な
っ
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

親
に
楽
を
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と
、

色
々
仕
事
を
取
り
上
げ
、
や
っ
て
あ
げ

た
こ
と
が
、
結
果
、
職
人
と
し
て
の
張

り
合
い
を
無
く
し
、
体
調
を
崩
す
原
因

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
８
年
前
に
父
が
倒
れ
、

７
年
前
に
逝
き
、
そ
れ
か
ら
は
、
母
子

二
人
で
店
を
守
っ
て
い
ま
す
が
、
母
に

は
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
と
、
仕
事

を
取
ら
ず
、
老
体
に
鞭
打
っ
て
も
ら
い

働
い
て
も
ら
っ
て
ま
す
。

　

と
は
い
え
、
歴
史
も
古
く
、
多
く
の

方
に
ひ
い
き
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
の
ふ
じ
た
や
も
、
私
が
未
婚
な
の
で

跡
継
ぎ
が
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仮
に
跡

を
継
ぎ
た
い
と
思
わ
れ
る
人
が
い
て
も
、

こ
ん
な
儲
け
の
少
な
い
生
業
を
勧
め
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
で
す
の
で
、
母

と
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
出
来
れ
ば
‥
、

人
に
必
要
と
さ
れ
な
く
な
る
ま
で
は
続

け
て
い
き
た
い
と
思
う
ば
か
り
で
す
。

ふ
じ
た
や

住
所
：
萩
市
熊
谷
町
59

☎
０
８
３
８
・
２
２
・
１
０
８
６

営
業
時
間
：
午
前
11
時
30
分
～

売
切
れ
ま
で

定
休
日
：
毎
週
水
曜
日

三代目店主・河村安啓さん

天せいろ 1,200 円

長嶋茂雄サイン色紙
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「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。
hagi-network@city.hagi.lg.jp

ください！

情報

６月9日
大阪弥生会館（大阪市北区）

第２回 つばき会関西支部

　26 人出席。平成４年に第１回を開催し、今年は 20
回記念。だいたい上野周辺で開催しているが、４回目は
横浜で、９回目は箱根で、18 回目となる 22 年には地元・
田万川で盆にも小川中の交流懇親会を開催。佐伯雅人会
長から「いつもふるさとのことを忘れたことがない」と
あいさつがありました。　

　70 人が出席。役員は支部長・窪田末男（41 年工業卒）、
副支部長・中原洋（35 年商業卒）、事務局・烏田敏行（50
年工業卒）が再任。池田誠次つばき会本部会長から、ラグ
ビー部の全国大会出場（東大阪市）の折にはお世話になっ
ているお礼と７月第２週の本部総会の紹介がありました。

　

ホテルラングウッド（東京都荒川区）
第20回 ふるさと萩・小川会 ６月17日

顧問の梶山高志ビケンテクノ代表取締役会長を中心に、
岩本翔子さん（平成20年卒、左）と津田泉さん（23年卒）

▽最年長（89歳）の
　波田義信さんと
　大久保和子さん

　

今
年
は
、
旧
萩
市
制
が
施
行
さ
れ
、

80
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。　

　
　

顧
み
れ
ば
、
萩
は
、
藩
政
時
代

は
藩
都
と
し
て
時
代
を
担
い
、
幕
末

に
は
改
革
の
牽
引
車
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
我
が
国
の
近

代
化
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
き
た
誇

る
べ
き
歴
史
と
伝
統
の
ま
ち
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
藩
庁
の
山
口
へ

の
移
転
以
降
は
次
第
に
活
力
を
失
っ

て
い
く
も
の
の
、
大
正
12
年
の
椿
東
、

椿
、
山
田
各
村
の
萩
町
へ
の
合
併
を

経
て
、
新
た
な
活
路
を
見
い
だ
す
べ

く
昭
和
７
年
７
月
に
県
内
４
番
目
の

市
制
を
施
行
し
ま
す
。

　

折
し
も
山
陰
本
線
の
全
線
開
通
を

控
え
、
ま
た
貿
易
地
と
し
て
の
潟
港

の
大
改
修
の
着
工
が
決
ま
り
、
続
く

昭
和
10
年
に
は
、「
萩
史
蹟
産
業
大

博
覧
会
」
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
市

勢
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。　

戦
後
、
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
人
材
集
団

と
と
も
に
萩
市
は
再
出
発
し
、
先
人

の
大
変
な
努
力
に
よ
り
、
観
光
、
水

産
、
物
流
等
の
各
分
野
に
お
い
て
特

色
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
、

今
日
の
萩
市
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

戦
後
構
築
さ
れ
た
諸
制
度
の
見
直

し
の
中
で
、「
平
成
の
大
合
併
」
が

全
国
津
々
浦
々
進
展
し
、
平
成
17
年

３
月
６
日
に
は
、
現
在
の
萩
市
の
基

と
な
る
、
旧
萩
市
・
川
上
村
・
田
万

川
町
・
む
つ
み
村
・
須
佐
町
・
旭
村
・

福
栄
村
で
新
設
合
併
し
、新
し
い「
萩

市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
昭
和
30
年

の
大
合
併
以
来
の
行
政
区
域
の
再
編

で
す
。

〈
乗
り
越
え
る
べ
き
課
題
〉

　

さ
て
、
現
在
の
萩
は
高
齢
社
会
。

本
来
長
寿
は
医
療
、
介
護
、
経
済
等

社
会
の
豊
か
さ
の
所
産
。
し
か
し
、

社
会
の
長
寿
化
が
人
類
が
か
つ
て
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
ス
ピ
ー
ド
で
進

行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
少

子
化
が
急
速
に
進
展
。
こ
れ
は
若
者

が
都
会
に
出
た
い
と
い
う
欲
求
と
一

方
で
地
元
に
若
者
を
吸
収
す
る
経
済

力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
。

　

萩
は
、
高
齢
者
に
と
っ
て
住
み
よ

い
ま
ち
、
そ
し
て
若
者
に
と
っ
て
も

将
来
の
展
望
が
拓
け
る
よ
う
経
済
の

再
生
が
喫
緊
の
課
題
。
農
業
な
ど
一

次
産
業
に
青
年
後
継
者
の
確
保
と
、

萩
の
素
材
を
活
か
し
た
観
光
業
の
事

業
拡
大
な
ど
に
、
萩
出
身
の
皆
さ
ん

に
知
恵
と
力
を
お
借
り
し
た
い
。

　

経
済
再
生
こ
そ
、
こ
の
萩
の
「
良

さ
」
を
維
持
、
持
続
す
る
た
め
の
課

題
で
あ
る
。

萩
市
の
あ
ゆ
み

７　

市
制
施
行

２　

山
陰
本
線
全
線
開
通

３　

三
見
・
大
井
・
六
島
・
見
島

　
　

各
村
を
萩
市
に
合
併　

10　

萩
市
民
館
完
成

７　

市
新
庁
舎
完
成

３　

萩
市
民
体
育
館
完
成

10　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上

　
　

記
念
館
開
館

４　

萩
東
・
萩
西
中
学
校
開
校

４　

萩
国
際
大
学
開
学
（
19
年
に

　
　

山
口
福
祉
文
化
大
学
に
改
称
）

４　

萩
市
民
病
院
完
成

11　

萩
博
物
館
開
館

３　

新
「
萩
市
」
誕
生

４　

萩
商
工
高
校
が
開
校

１　
「
九
州
・
山
口
の
近
代
化
産

　
　

業
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
暫

　
　

定
一
覧
表
記
載

３　

新
萩
図
書
館
・
児
童
館
開
館

５　

小
郡
萩
道
路
・
十
文
字
Ｉ
C

　
　

〜
絵
堂
Ｉ
C
間
開
通

９　

山
陰
道
（
萩
・
三
隅
道
路
）

　
　

開
通

山陰道開通

昭
和（
年
・
月
）

　

７
・

　

８
・

　

30
・

　

43
・

　

49
・

　

54
・

平
成（
年
・
月
）

　

８
・

　
　

　

９
・

　

11
・

　

12
・

　

16
・

　

17
・

　

18
・

　

21
・

　

23
・

　

23
・

　　

23
・
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　卒業後、早や 50 年を迎えて千春楽味楽亭で、126 人が
参加し 50 周年記念同窓会を開催しました。
　15 期同窓会は関西京都で始まり、続いて関東横浜で行
われ、ひとつの節目として萩で実施することとなり、最初
に 42 人の物故者に黙祷を行い、野村君（萩市長）の挨拶
があり、勝山君の乾杯の音頭で始まりました。
　皆昔を懐かしく思い、和気あいあいの中で、お互い健
康に年を越しガンバッテ過ごそうという言葉が自然に出て、
再会の喜びにしばし時間を忘れました。あっという間に終
演となり、最後に坂本君のバンザイ三唱で締めくくりました。

５月19日

千春楽味楽亭（萩市）

会員投稿

高15期
（昭和38年卒）
卒業50周年
記念同窓会

萩

６月２日

会員投稿 　卒業後一昨年までは、ほぼ隔年で同期会を行っていまし
たが、去年会員が 75 歳を迎え、今年から毎年開催の
希望が多く、この希望に添うことを決定しました。
　卒業時 100 人のうち現在は 74 人（死亡 24 人、不明 2 人）
となり、欠席者の近況を聞くと、体調不良を理由とする者
も増加しています。
　お招きした恩師荒木明雄先生をはじめ出席者は非常に元
気で開会は正午でしたが、いつもながらの大変な盛り上が
りで校歌「橘香る阿古の浦・・・・」と全員で合唱。その
後繁華街へと繰り出し、最も遅かった会員によると 10 人
近くが午前０時頃だったとか。
　まだまだパワーが残っている事を証明した楽しい 1 日
であり、再会を約束して散会しました。

事務局　槌屋文夫（萩市東田町）

高大（萩市）

商工商業科昭和 30 年卒同期会萩

　翌日は 40 人がバスにて市内観光をし、昔を懐しく思い
萩の町も捨てたものじゃないとそれぞれが胸にしまい散開
しました。次回は関西にて行う計画であり、なお、同窓会
の基金はすべて市の植樹と大照院保存会に寄贈することと
なりました。

事務局　大森一雄（萩市東浜崎町）
　高校時代は、青春時代の真っ只中、心が揺れ動き、不安
と動揺の疾風怒濤の時代。そのような時期に机を並べ学び、
高校生活を共にした仲間は、何ものにも替え難い宝物。　

野村萩市長（萩高 15 期）

４月14日

会員投稿 富士カントリークラブ（静岡県）

月ゴルフ会第 100 回記念大会指
が開催されてきた。
　この日は、あいにくの小雨模様で富士山こそ姿が見えな
かったが、風もなく、桜も満開で、男子 30 人、女子 10
人の 40 人という過去最大となる参加者を得て、賑やかに
開催された。コンペは、初参加も多かったため新ペリア方
式で行われ、優勝は萩商昭和 56 年卒の小野博巳さんが勝
ち取った。優勝杯は内閣官房長官時代にカップを寄贈され、
今回コンペにも参加された河村建夫さんから直接手渡さ
れた。パーティでは全員が自己紹介を行い、最年長 70 歳、
最年少 30 歳、夫婦２組、親子１組の参加もあって和やか
な中で行われた。また参加者全員に、第 100 回記念銘入
りゴルフボールが渡された。
　このような、気取らない萩仲間のコンペですので、皆さ
んもお気軽に是非ご参加ください。次回も、同じ富士カン
トリークラブで 10 月６日（土）に開催します。
　　　　　前田信太郎（萩高 18 期、第 100 回大会幹事）
■指月ゴルフ会事務局　元波博美（萩高 20 期）
　090・5794・1911

　在京の萩仲間で作る「指月ゴルフ会」は、４月 14 日（土）、
第 100 回目となる記念大会を静岡県御殿場市の富士カン
トリークラブで開催した。指月ゴルフ会は、昭和 52 年、
東京指月会（在京の萩高同窓会）の有志で始められ、その
後萩商、萩工ＯＢも加わり、年２～３回のペースでコンペ
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話題の
お店！

東
京

　

今
回
は
東
京
都
新
宿
区
に
あ
る
食

の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
「　
　
　
　

E
P

IC
E

R
IE

 

ア
ニ
エ
ス
・
レ
ピ
ス

リ
ー
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
ぜ
か
？
そ
れ
は
現
在
売
り
出
し
中

の
萩
の
新
ブ
ラ
ン
ド
魚
「
金
太
郎
の
オ

イ
ル
ル
ー
ジ
ュ
」
を
置
い
て
い
る
か
ら

な
の
で
す
。
し
か
も
オ
ー
ナ
ー
の
和
田

幸
子
さ
ん
は
な
ん
と
！
‥
（
続
き
は
後

ほ
ど
）。

　

さ
て
、
こ
の
ア
ニ
エ
ス
・
レ
ピ
ス

リ
ー
は
２
０
０
９
年
６
月
に
開
業
。
３

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。「
食
の
セ
レ
ク

ト
シ
ョ
ッ
プ
」
と
し
て
開
業
。
昨
年
か

ら
は
自
然
派
ワ
イ
ン
の
販
売
も
始
め
ま

し
た
。
調
味
料
を
中
心
に
世
界
各
国
の

珍
し
い
食
材
と
自
然
派
ワ
イ
ン
を
扱
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
日
本
の
地
方
に

眠
る
魅
力
的
な
食
材
も
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。
併
設
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

で
定
期
的
に
料
理
教
室
な
ど
を
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
「
昨
年
末
か
ら
金
太
郎
の
オ
イ
ル

ル
ー
ジ
ュ
と
瀬
つ
き
あ
じ
の
オ
イ
ル
漬

け
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
夫
も
山
口
県

出
身
で
、
私
も
萩
と
は
大
変
ゆ
か
り
が

あ
る
の
で
」
と
の
こ
と
。
他
に
も
山
口

県
の
食
材
で
は
、
岩
国
の
蓮
根
麺
、
下

関
の
雲
丹
醤
油
な
ど
を
取
り
そ
ろ
え
て

い
ま
す
。

　
「
め
ず
ら
し
い
」
と
評
判
で
す
。
お

土
産
な
ど
で
リ
ピ
ー
ト
購
入
さ
れ
る
方

も
多
い
ん
で
す
。
私
の
お
す
す
め
の
調

理
法
は
、
軽
く
レ
モ
ン
を
絞
っ
て
塩
を

ふ
っ
て
食
べ
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も

の
で
と
っ
て
も
カ
ン
タ
ン
で
す
！

　

萩
と
い
え
ば
や
は
り
「
夏
み
か
ん
」。

例
え
ば
ビ
ネ
ガ
ー
や
フ
レ
ー
バ
ー
オ
イ

ル
な
ど
、
爽
や
か
な
酸
味
と
苦
み
を
生

か
し
た
商
品
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
れ
ば
教
え
て

く
だ
さ
い
。

■アニエス レピスリー
営業時間：水〜金曜日　11：00〜20：00
　　　 月・火・土曜日　11：30〜18：30
定休日：日曜日・祝祭日（月曜日不定休）

住所：東京都新宿区納戸町１番地
TEL：03・6280・8966　FAX:03・6280・8984
URL：http://www.agnestokiostudio.com/

　

ワ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
し
な
が
ら
、
お

す
す
め
の
食
材
・
調
味
料
を
広
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
の

食
材
を
世
界
に
発
信
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
日
本
の
（
特
に
地
方

の
）
食
材
は
と
て
も
い
い
も
の
が
あ
る

の
に
、
な
か
な
か
発
信
で
き
て
い
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
助
と
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
ん
と
和
田
さ
ん
、
実
は
高
祖
父
が

吉
田
松
陰
先
生
の
師
「
玉
木
文
之
進
」

な
の
で
す
。
萩
と
と
て
も
ゆ
か
り
の
あ

る
方
だ
っ
だ
の
で
す
。

　

そ
ん
な
オ
ー
ナ
ー
と
東
京
で
萩
談
議

を
楽
し
ん
で
、
世
界
各
国
・
日
本
各
地

の
「
お
い
し
い
食
」
に
ふ
れ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

（
特
派
員　

中
村
浩
二
）

Agnes
L'EPICERIE

オ
イ
ル
ル
ー
ジ
ュ
の

お
客
さ
ん
の
反
応
は
？

萩
の
商
品
で
こ
う
い
う
の
が

あ
れ
ば
い
い
な
ぁ
〜

オ
ー
ナ
ー
の
祖
先
は
先
生
の
先
生
？

ど
ん
な
お
店
に
し
て

い
き
た
い
で
す
か
？

お店
情報

金太郎のオイルルージュ  800 円

オーナーの和田幸子さん

作陶家 波多野英生さん
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で
は
、
05
年
入
選
（
２
回
）、
06
年

山
口
支
部
展
で
朝
日
新
聞
社
賞
を
受

賞
、
支
部
長
賞
の
受
賞
は
09
年
以
来

２
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
「
萩
緑
釉
線
文
水
指
は
、
色
合
い
、

模
様
、
全
体
の
形
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

意
識
し
た
。
８
年
程
前
か
ら
、
自
己

表
現
と
し
て
作
品
に
緑
の
色
を
取
り

入
れ
た
。
萩
焼
の
伝
統
を
大
事
に
し

な
が
ら
も
、
新
し
い
も
の
を
目
指
し

て
自
分
の
カ
ラ
ー
は
出
し
た
い
。

　

日
頃
の
積
み
重
ね
が
自
分
の
セ
ン

ス
や
感
性
と
な
り
、
表
現
に
つ
な
が

れ
ば
。
今
後
も
、
よ
り
洗
練
さ
れ
た

作
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
」

　

受
賞
作
品
は
、
７
月
17
日
〜
23
日

そ
ご
う
広
島
で
展
示
さ
れ
、
９
月
に

は
福
島
で
個
展
を
開
催
予
定
で
す
。

　

☎
０
８
３
８・２
５・６
４
４
７

☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０

　

毎
年
多
く
の
来
場
者
を
集
め
る
萩
博

物
館
恒
例
の
夏
の
企
画
展
。
今
年
は
、

世
界
中
の「
危
険
生
物
」が
い
っ
ぱ
い
！

こ
の
夏
最
強

4

4

の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
系
展

示
会
。

■
観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
校
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生
１
０

０
円　

■
駐
車
場　

萩
市
民
が
同
乗
の
場
合
は

無
料

〜
海
と
山
の
ア
ブ
ナ
イ
生
き
も
の
た
ち
〜

７
月
７
日（
土
）〜
９
月
９
日（
日
）

　

中
国
浙せ

っ
こ
う
し
ょ
う

江
省
の
西
南
部
に
位
置
す

る
龍
泉
窯
で
焼
か
れ
た
青
磁
は
、
鎌
倉

時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
莫
大
な

量
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
ま
し
た
。
な
か

で
も
、上
質
な
製
品
は
「
砧

き
ぬ
た

青
磁
」「
天

龍
寺
青
磁
」
の
名
で
愛
さ
れ
、
今
日
で

も
数
々
の
名
品
が
伝
世
さ
れ
て
、
国
宝

や
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
作

品
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。　

◆
陶
芸
館
展
示

記
憶
の
感
触
ー
土
に
こ
め
た
想
い
ー

　
　
　
　
　

  
７
月
７
日
〜
12
月
24
日

８
月
26
日（
日
）ま
で

●
藤
田
伝
三
郎
翁
没
後
１
０
０
年
記
念

「
藤
田
美
術
館
の
名
宝
」

11
月
３
日（
土
・
祝
）〜
12
月
９
日（
日
）

　

大
阪
か
ら
萩
へ
全
国
初
の
移
動
展

示
。
前
売
券
を
７
月
１
日
か
ら
販
売
開

始
。
大
人
８
０
０
円
（
当
日
１
０
０
０

円
、
高
・
大
学
生
６
０
０
円
、
小
・
中

学
生
２
０
０
円
）

ー
日
本
人
の
愛
し
た
中
国
陶
磁
ー

萩
陶
芸
ー
花
器　
　
　

  

〜
８
月
26
日

◆
東
洋
陶
磁
展
示

東
洋
陶
磁
の
美
〈
形
〉　 

〜
７
月
22
日

東
洋
陶
磁
の
美
〈
装
飾
〉

　
　
　
　
　

  

７
月
24
日
〜
11
月
４
日

◆
浮
世
絵
展
示

諸
国
名
所
風
景
画　
　

  

〜
７
月
22
日

戯
画
展　
　

  

７
月
24
日
〜
８
月
26
日

■
休
館
日　

月
曜
日（
７
月
16
日
は
開
館
）

国宝 青磁鉄斑文瓶
14 世紀 元

萩 芸術・文芸の広場

　

陶
芸
家
の
野
坂
和
佐
さ
ん
（
野
坂

江
月
窯
、
山
田
、
46
歳
）
の
「
萩は

ぎ

緑り
ょ
く
ゆ
う釉
線せ

ん
も
ん文
水み

ず
さ
し
指
」
が
「
第
35
回
山

口
伝
統
工
芸
展
」
で
、
１
４
５
点
の

作
品
の
中
か
ら
最
高
賞
に
あ
た
る
山

口
支
部
長
賞
を
４
月
11
日
に
受
賞
し

ま
し
た
。

　

野
坂
さ
ん
は
、
玉
川
大
学
文
学
部

芸
術
学
科
、
京
都
市
工
芸
試
験
場
で

陶
芸
を
学
ん
だ
後
、
本
格
的
に
作
陶

を
始
め
、
２
０
０
２
年
、
茶
の
湯
造

形
展
で
優
秀
賞
、
日
本
伝
統
工
芸
展

者
は
、
96
年
以
来
15
年
ぶ
り
で
す
。

　

萩
焼
の
窯
元
に
生
ま
れ
た
波
多
野

さ
ん
は
、
多
摩
美
術
大
学
彫
刻
科
を

卒
業
後
、
京
都
で
２
年
間
陶
芸
を
学

び
、
01
年
日
本
伝
統
工
芸
展
に
初
入

選
後
、
９
回
の
入
選
、
田
部
美
術
館

陶
芸
展
（
松
江
市
）
で
の
６
年
連
続

入
選
な
ど
、
県
内
外
で
活
躍
中
で
す
。

　
「
京
都
か
ら
萩
へ
帰
り
、
15
年
間

も
の
づ
く
り
に
励
み
、
納
得
が
い
く

も
の
だ
け
を
作
品
と
し
て
出
し
て
き

ま
し
た
」

　

父
は
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
波
多
野
善
蔵
さ
ん
（
70

歳
）。
30
年
前
に
同
賞
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

　
「
今
回
の
受
賞
で
、
親
子
で
の
受

賞
と
な
り
本
当
に
う
れ
し
い
。
今
後

も
自
然
、
詩
、
書
な
ど
あ
ら
ゆ
る
モ

ノ
に
触
れ
な
が
ら
、
常
に
新
し
い
も

の
を
作
品
に
取
り
入
れ
て
い
き
た

い
」

作陶家 波多野英生さん山
口
伝
統
工
芸
展

萩緑釉線文水指

　

萩
市
在
住
の
陶
芸
家
、
波
多
野
英

生
さ
ん
（
指
月
窯
、
堀
内
、
41
歳
）

が
高
い
水
準
で
芸
術
活
動
を
続
け
、

将
来
性
の
あ
る
方
に
贈
ら
れ
る
県
芸

術
文
化
振
興
奨
励
賞
を
５
月
21
日
に

受
賞
し
ま
し
た
。
陶
芸
部
門
の
受
賞
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■
イ
ン
テ
リ
ア
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル 

at 

西
武

　

Ｔタ

ケ

Ａ
Ｋ
Ｅ 

Ｃク

リ

エ

イ

ト

ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ 
Ｈハ

ギ
Ａ
Ｇ

Ｉ
の
竹
製
品
が
出
展
・
販
売
さ
れ
ま
す
。

７
月
26
日（
木
）〜
30
日（
月
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
１
︲
28
︲
１

西
武
池
袋
本
店
７
階

　
　
　
（
０
３
・
３
９
８
１
・
０
１
１
１
）

■
山
陰
山
陽
観
光
物
産
フ
ェ
ア

　

中
国
５
県
の
物
産
フ
ェ
ア
。
山
口
あ

ぶ
ト
マ
ト
や
萩
の
夏
み
か
ん
を
使
っ
た

ジ
ュ
ー
ス
、
ゼ
リ
ー
な
ど
が
販
売
さ
れ

ま
す
。

８
月
１
日
（
水
）
〜
２
日
（
木
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４

日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
南
広
場

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所

（
０
３
・
３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
山
口
の
逸
品
・
萩
ガ
ラ
ス
展

　

萩
ガ
ラ
ス
工
房
の
ガ
ラ
ス
製
品
の
展

示
・
販
売
。

８
月
15
日
（
水
）
〜
28
日
（
火
）

東
京
都
世
田
谷
区
玉
川
３
︲
17
︲
１

高
島
屋
玉
川
店
本
館
５
階
特
選
和
食
器

売
場
（
０
３
・
３
７
０
９
・
３
１
１
１
）

■
金
子
信
彦「
伝
統
か
ら
革
新
へ
の
道
」

８
月
30
日
（
木
）
〜
９
月
５
日
（
水
）

茨
城
県
水
戸
市
泉
町
１
︲
６
︲
１

京
成
百
貨
店

（
０
２
９
・
２
３
１
・
１
１
１
１
）

■
グ
ル
ー
プ
展
「
重
力
」

　

濱
中
史
朗
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
７
日
（
金
）
〜
29
日
（
土
）

東
京
都
日
本
橋
茅
場
町
２
︲
17
︲
13

第
二
井
上
ビ
ル
２
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
須
知

（
０
３
・
６
６
６
１
・
６
３
９
３
）

■
三
輪
和
彦
「
淵
淵
の
白
Ⅱ
」

９
月
26
日
（
水
）
〜
10
月
５
日
（
金
）

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
栄
３
︲
16
︲
１

松
坂
屋
名
古
屋
店
南
館
６
階
美
術
画
廊

（
０
５
２
・２
５
１
・１
１
１
１
）

■
岡
田
裕 

作
陶
展

７
月
10
日
（
火
）
〜
16
日
（
月
・
祝
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島
店

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展 

巡
回
展

　

野
坂
和
左
の
作
品
が
日
本
工
芸
会
山

口
支
部
長
賞
（
最
高
賞
）、
松
尾
藻
風
、

波
多
野
英
生
、
岡
田
泰
の
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。

７
月
17
日
（
火
）
〜
23
日
（
月
）

広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27

そ
ご
う
広
島 

店
美
術
画
廊

（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
防
府
天
満
宮
企
画
展
「
楫か
と
り取

素も
と
ひ
こ彦

展
」

　

没
後
１
０
０
年
を
記
念
し
た
企
画
展
。

楫
取
ゆ
か
り
の
明
治
天
皇
直
筆
の
書
な

ど
約
20
点
。

９
月
１
日
（
土
）
ま
で

防
府
市
松
崎
町
14
︲
１

防
府
天
満
宮

（
０
８
３
５
・
２
３
・
７
７
０
０
）

■
毛
利
博
物
館
企
画
展「
幕
末
の
英
君
・

毛
利
敬
親
」

９
月
２
日
（
日
）
ま
で

防
府
市
多
々
良
１
︲
15
︲
１

毛
利
博
物
館

（
０
８
３
５
・
２
２
・
０
０
０
１
）

■
大
屋
窯
・
濱
中
孝
子
展

　

大
屋
窯
の
器
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
展
示
。

７
月
15
日
（
日
）
〜
22
日
（
日
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１

C
afe 

& G
allery 

ラ
・
セ
ー
ヌ

（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

■
山
口
県
立
美
術
館
「
防
長
の
絵
図
ー

美
し
き
古
地
図
の
世
界
」

　
「
絵
画
」
と
「
地
図
」
が
と
け
あ
っ

た
不
思
議
な
魅
力
に
満
ち
た
「
絵
図
」。

全
国
的
に
も
有
数
の
質
を
誇
る
、
多
彩

な
山
口
の
絵
図
を
紹
介
。

７
月
24
日
（
火
）
〜
８
月
26
日
（
日
）

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１

山
口
県
立
美
術
館

（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
藤
崎
恒
頼 

作
品
展

９
月
15
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

宇
部
市
西
宇
部
北
７
︲
７
︲
38

ギ
ャ
ル
リ
ー
小
川

（
０
８
３
６
・
４
１
・
０
０
０
５
）

■
九
州
指
月
会

九
州
地
区
の
萩
高
同
窓
会

９
月
２
日（
日
）
午
後
３
時
〜

福
岡
県
福
岡
市
大
名
２
︲
６
︲
60

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル　

（
０
９
３
・
２
０
１
・
６
３
０
３
）
葊
瀬

■
萩
商
工
同
窓
会
つ
ば
き
会
本
部
総
会

７
月
14
日（
土
）
午
後
６
時
〜

会
費　

３
０
０
０
円（
福
引
き
代
含
む
）

萩
商
工
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
３
４
）
森
田

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
49
期
（
平
成
９
年
卒
）。

８
月
８
日（
水
）
午
後
７
時
〜

萩
高
校
体
育
館

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）
井
町

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
小
中
高
の
合
同
総
会
。

８
月
10
日（
金
）
午
後
６
時
30
分
〜

長
門
市
湯
本
温
泉　

大
谷
山
荘

連
絡
先　

萩
光
塩
学
院

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
７
８
２
）

■
萩
高
16
期（
昭
和
39
年
卒
）同
期
会

９
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

萩
市
椿
東
３
８
５
︲
８

萩
本
陣（
０
８
３
８
・
５
４
・
２
４
２
９
）

柴
田

関
東
地
区

■
山
口
県
現
代
工
芸
美
術
展

　

山
口
県
在
住
の
現
代
工
芸
作
家
の
陶

芸
な
ど
展
示
。
吉
賀
將
夫
な
ど
19
人
。

９
月
30
日（
日
）
ま
で

椿
東
４
２
６
︲
１　

吉
賀
大
眉
記
念
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
６
・
５
１
８
０
）

■
藍
場
川
の
家
ギ
ャ
ラ
リ
ー

○
伊
藤
真ま

な
み波

（
明
木
）「
器
展
」

７
月
26
日
（
木
）
〜
８
月
20
日
（
月
）

○
室
田
佳
子「
父
母
へ
送
っ
た
絵
手
紙
」

８
月
23
日
（
木
）
〜
９
月
３
日
（
月
）

萩
市
川
島
２
９
４　

藍
場
川
の
家

（
０
８
３
８
・
２
６
・
１
５
３
６
）

■
松
下
村
塾
開
塾
１
７
０
年
記
念
「
松

下
村
塾
の
変
遷
」

　

松
陰
の
叔
父
玉
木
文
之
進
が
１
８
４

２
年
に
最
初
の
松
下
村
塾
を
開
い
て
１

７
０
年
に
な
り
ま
す
。

８
月
５
日（
日
）〜
25
年
２
月
３
日（
日
）

萩
市
椿
東
１
５
３
７

松
陰
神
社
至
誠
館

（
０
８
３
８
・
２
４
・
１
０
２
７
）

山
口
県
関
係

萩
市
関
係

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

九
州
地
区

東
海
地
区

　

４
年
に
１
度
、
萩
高
、
商
工
高
、

光
塩
学
院
の
合
同
同
窓
会
。

10
月
27
日（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜

日
本
工
業
倶
楽
部

　

４
年
に
１
度
、
関
西
在
住
の
萩
出

身
者
の
同
郷
会
。

11
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

大
阪
弥
生
会
館

中
国
地
区
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■
別
冊D

iscover Japan

「
お
取
り

寄
せ
便
利
帖
」

　

全
国
か
ら
選
び
抜
い
た
お
す
す
め
の

逸
品
と
し
て
、
山
口
県
漁
協
玉
江
浦
支

店
が
製
作
し
て
い
る
「
イ
カ
た
っ
ぷ
り

Ｘ
Ｏ
醤
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

価
格　

８
４
０
円

出
版
社　

枻え
い

出
版
社

■
「
桂
太
郎　

外
に
帝
国
主
義
、
内
に

立
憲
主
義
」　　
　
　
　
　

 

千
葉
功
著

　

日
露
戦
争
、
韓
国
併
合
を
断
行
し
、

最
後
に
は
政
党
結
成
に
動
い
た
桂
太
郎
。

「
ニ
コ
ポ
ン
」
と
呼
ば
れ
た
調
整
型
政

治
家
の
全
貌
。

価
格　

８
６
１
円

出
版
社　

中
公
新
書

①
「
萩
た
ま
げ
な
す
」
を
２
名
様
。

増
）

（
問
）
長
岡
あ
ゆ
み
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会
（
０
９
０
・
７
１
３
１
・
１
５
８

６
）
長
岡

■
萩
市
民
大
学
教
養
講
座
（
第
１
回
）

８
月
20
日
（
月
）
午
後
７
時
〜
８
時
30

分演
題　
「
新
々
西
洋
事
情
ー
今
の
日
本

人
は
な
ぜ
世
界
が
よ
め
な
い
の
か
」

講
師　

磯
村
尚
徳
（
外
交
評
論
家
）

受
講
料　

１
０
０
０
円
（
３
講
座
１
セ

ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
）

会
場　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

（
問
）
萩
市
文
化
・
生
涯
学
習
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
５
９
０
）

■
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
コ
ン
サ
ー
ト

○
ニ
ッ
キ
・
パ
ロ
ッ
ト
・
カ
ル
テ
ッ
ト 

　

今
話
題
の
歌
う
美
人
ベ
ー
シ
ス
ト
、

ニ
ッ
キ
・
パ
ロ
ッ
ト
と
名
手
ジ
ョ
ン
・

デ
ィ
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ノ
（
p
）
を
含
む

カ
ル
テ
ッ
ト
。

10
月
28
日（
日
）
午
後
６
時
30
分
〜
、

午
後
８
時
20
分
〜
（
各
60
人
）

料
金　

７
５
０
０
円

萩
市
土
原
２
９
１
︲
１　

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
５
・
６
５
９
６
）

■
朝
日
お
と
な
の
学
び
な
お
し
！
「
こ

れ
だ
け
は
知
っ
て
お
き
た
い
幕
末
・
維

新
」　　
　
　
　
　
　
　

 

一
坂
太
郎
著

　

大
政
奉
還
を
説
い
た
坂
本
龍
馬
の

「
船
中
八
策
」
は
原
文
書
が
存
在
し
な

い
。「
討
幕
の
密
勅
」
は
ウ
ソ
？
誰
が

歴
史
を
書
き
換
え
た
？

■
「
山
口
ゆ
か
り
の
お
店
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」

　

山
口
県
東
京
事
務
所
が
発
行
す
る
、

首
都
圏
に
あ
る「
山
口
ゆ
か
り
の
お
店
」

を
紹
介
し
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
第
２
弾
。

　

今
回
掲
載
は
１
０
８
店
舗
で
、
萩
関

係
で
は
、「
日
本
料
理 

花
・
味み

ち
ょ
う兆

」（
南

青
山
）、萩
港
直
送
の
鮮
魚
「
土も

ぐ
ら龍

」（
西

麻
布
）、
う
ど
ん
「
す
な
だ
ど
ん
ど
ん
」

（
日
本
橋
）、老
舗
の
「
に
こ
ら
し
か
市
」

（
銀
座
）
な
ど
を
掲
載
（
Ａ
６
版
）。

（
問
）
山
口
県
東
京
事
務
所
（
０
３
・

３
５
０
２
・
３
３
５
５
）

■
「
ぶ
ら
り
萩
さ
ん
ぽ
」

　

萩
市
が
企
画
し
た
江
戸
時
代
の
地
図

が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
「
萩
」
の
散

策
ガ
イ
ド
。
城
下
町
の
紹
介
や
萩
往
還

散
策
の
情
報
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け

て
の
人
物
に
か
か
わ
る
記
事
を
掲
載

販
売
所　

萩
市
観
光
課
、
萩
博
物
館

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
萩
市
観
光

協
会
ほ
か
萩
市
内
各
所

（
問
）
萩
市
観
光
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
３
１
３
９
）

■A
yum

i N
agaoka 

長
岡
あ
ゆ
み

帰
国
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

　

長
岡
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、萩
市
出
身（
萩

光
塩
学
院
２
０
０
４
年
卒
）、
チ
ャ
イ

コ
フ
ス
キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
大
学
院
を
今
年
６
月
に
卒
業
。

８
月
５
日
（
日
）
午
後
２
時
〜

サ
ン
ラ
イ
フ
萩 

多
目
的
ホ
ー
ル

全
席
自
由　

一
般
２
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
１
０
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円

松
原
典
夫
さ
ん　
　
（
福
岡
県
小
郡
市
）

松
浦
照
三
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

為
頼
豊
さ
ん　
　
　
（
愛
媛
県
松
山
市
）

岩
本
喜
代
子
さ
ん
（
岡
山
県
岡
山
市
）

粟
屋
延
良
さ
ん　
（
千
葉
県
我
孫
子
市
）

藤
山
幹
雄
さ
ん　
　
　
　
　
（
山
口
市
）

内
海
豊
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

阿
部
勤
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）

松
浦
悦
子
さ
ん　
（
兵
庫
県
加
古
川
市
）

大
谷
紘
子
さ
ん　
　
　
　
　
（
宇
部
市
）

古
庄
弘
子
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

松
隈
敬
さ
ん　
　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
展
裕
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

水
津
良
三
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
西
宮
市
）

河
本
汪
さ
ん　
　
　
（
兵
庫
県
三
田
市
）

山
下
眞
生
さ
ん　
（
奈
良
県
北
葛
城
郡
）

藤
谷
恒
夫
さ
ん　
　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

岡
崎
宗
男
さ
ん　
　
（
埼
玉
県
和
光
市
）

牛
坊
千
寿
枝
さ
ん（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

田
中
良
樹
さ
ん　
（
千
葉
県
木
更
津
市
）

岡
﨑
景
子
さ
ん　
　
（
東
京
都
三
鷹
市
）

（
４
月
25
日
〜
６
月
23
日　

21
人
）

出
版
情
報

　

萩
の
地
酒
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め「
萩
の
地
酒
の
詰
め
合
わ
せ
」

を
企
画
し
、
市
内
５
社
す
べ
て
の
造
り

酒
屋
の
協
力
で
、
同
業
他
社
に
よ
る
詰

め
合
わ
せ
が
実
現
。

　

一
升
瓶
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
細
身
の
３

０
０
ml
瓶
に
統
一
。
良
い
酒
を
造
り
続

け
よ
う
と
頑
張
る
姿
を
、
幕
末
の
志
士

「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
」に
な
ぞ
ら
え
て
、「
長

州
酒
フ
ァ
イ
ブ
」
と
命
名
し
ま
し
た
。

■
価
格　

３
５
０
０
円
（
送
料
別
）

■
問
い
合
わ
せ

株
式
会
社 

井
上
商
店

（
ク
オ
リ
テ
ィ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
８
１
２
）

「
集
落
営
農
支
援
員
」
の
募
集
！

　

萩
市
に
移
住
し
、
農
業
・
農
村
の
地

域
お
こ
し
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い

方
を
全
国
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
数　

５
人
程
度

▽
給
与
・
待
遇　

月
額
15
万
円

▽
勤
務
地　

木
間
、
川
上
、
福
栄

（
問
）
萩
市
農
政
課

（
０
８
３
８
・
２
５
・
４
１
９
２
）

②
「
ぶ
ら
り
萩
さ
ん
ぽ
」
を
２
名
様
。

■
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
近
況
等
を
明
記
の
う
え
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
ま

で
。
７
月
10
日
（
消
印
有
効
）。

プ
レ
ゼ
ン
ト

おいでませ山口館、山口県
東京事務所、山口宇部空港、
新山口駅で配布（無料）

価格　1,470 円
出版社　朝日新聞出版

80 ページ
価格　800 円

○純米吟醸／長陽福娘（岩崎酒造）、
　長門峡（岡崎酒造）、宝船（中村酒造）
○純米酒／東洋美人（澄川酒造）、
　桜のしずく（八千代酒造）
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　夜空に約 7000 発の鮮やかで華麗な
花火が舞い上がります。尺玉や連発打ち
上げなど、まわりに障害物のない海岸線
から見る花火は大迫力です。
▷会場　萩商港、菊ヶ浜周辺
▷アクセス　JR 東萩駅から徒歩 20 分
▷駐車場　萩高、萩西中グラウンドなど
※シャトルバスは、萩市役所前駐車場な
どから運行。

8月1日㊌ 午後8時〜
※雨天の場合は4日に順延

7月28日（土）9:30〜
◇ひまわりロードフェスタ
7月28日（土）20:00〜
◇須佐湾大花火大会
8月1日（水）20:00〜
◇萩・日本海大花火大会
8月1日（水）〜3日（金）
◇萩夏まつり
8月13日（月）19:30〜
◇萩・万灯会（迎え火）
8月25日（土）17:00〜
◇たまがわ夏まつり

住吉神社・吉田町外

むつみ物産販売
交流施設周辺

須佐漁港

菊ヶ浜海水浴場

大照院

弁天公園周辺

　1 日は豪快な花火大会、2 日は、ヨイ
ショコショパレード、トコトンヤレ節パ
レード、よさこいなど、多くの市民が参
加し、おまつり会場を練り歩きます。
　3 日は、萩市内町内会自慢の大提灯を
お披露目する「のんた大提灯パレード」
の他、伝統の「踊り車」、迫力ある「住
吉みこし」、そして、山口県無形民俗文
化財に指定されている「お船謡」がおま
つり会場を練り歩きます。

　萩藩主毛利家の菩提寺である大照院と
東光寺で開催される「萩・万灯会」。萩
の夏の風物詩となっており、毛利の菩提
を弔うため、13 日（迎え火）は大照院で、
15 日（送り火）は東光寺で、それぞれ
500 基を超える石灯籠に火を灯します。
幻想的な世界が広がります。

　山形県屈指の自然派レストラ
ン「アル・ケッチァーノ」の奥田
政行シェフが展開するリストラン
テ。日本の優れた食材を生産者の
想いと共にひと皿ごとに表現して
いきます。ランチはビュッフェス
タイル、ディナーはコースを用意
し、スカイツリーを一望できる最
上階で楽しむことができます。

■東京都墨田区押上１‐１‐２
　東京スカイツリータウン・ソラマチ31階
■営業時間　平日／土・日・祝　11:00〜23:00
■予約　０３・５８０９・７２８４
■ＨＰ　http://www.kurkku.jp/lasoraseed/

■ランチ：2,000円、7,350円
　ディナー：8,500〜１5,000円
※ランチコース（7,350 円）の一
品に萩のあまだいが使用されていま
す（萩直送甘鯛のうろこ焼きとうす
いえんどう）。

ン ト カ レ ン ダ −べイ

萩夏まつり
8月1日㊌〜3日㊎

萩・万灯会（まんとうえ）

8月13日㊊〜15日㊌


